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Dream Sight MORIYA

sサイズ
間口1.5間（2,700mm）×
奥行 2 間（3,600mm）約3坪

s備品
テーブル（450mm×1,800mm）
1台、いす2脚、蛍光灯、ブース
名表示板
※電源は別途必要な方のみ配電

1 広報もりやおしらせ版2006.5.25

つくばエクスプレス開業の1周年を記念して8月26日（土）～27日（日）の2日間、「きらめき守
谷夢彩都フェスタ2006」を開催します。
イベント当日は、地元特産物・観光資源などや地域産業を支える企業・団体の活動をPRする

場として、『物販・PRブース』を開設します。市内外の人に情報発信する絶好のチャンスです。
あなたもぜひ出展して、一緒にイベントを盛り上げましょう！

s出展日時
8月26日（土）～27日（日）
両日とも午前10時～午後7時
※時間内は必ず開設すること
s出展場所
TX守谷駅西口駅前広場及び土塔口周辺
※ブースの全部又は一部を第三者に譲渡・貸与・
交換すること及びブース以外の場所を使用した
営業活動などは不可

s応募資格
市内の市民活動団体、市内外の事業者
※主催者が出展について好ましくないと判断した
場合、出展をご遠慮いただく場合があります

s募集ブース数
60ブース予定
※応募多数の場合、実行委員会で調整
sその他
出展には負担金が掛かります。詳細は事務局へ
お問い合わせください

s申込方法
7月18日（火）までに、実行委員会事務局へ連絡
する。後日調整後、出展申込書を送付。必要事
項を記入し、出展者説明会時に提出
※出展者説明会の詳細は後日連絡する

きらめき守谷夢彩都フェスタきらめき守谷夢彩都フェスタ20062006

物販・物販・PRPRブース出展者募集ブース出展者募集
●申込・問合先　●申込・問合先　市役所経済課内「イベント実行委員会事務局」市役所経済課内「イベント実行委員会事務局」　内線　内線262262・263263

！

ゆめさいとゆめさいと

きらめき守谷夢彩都フェスタ2006

物販・PRブース出展者募集
●申込・問合先　市役所経済課内「イベント実行委員会事務局」　内線262・263

！

ゆめさいと

1ブースの基本仕様



▼
日
時
１
７
月
20
日（
木
）午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
※

昼
休
み
も
実
施
▼
会
場
１
市
役

所
大
会
議
室
▼
主
催
１
守
谷

市
／
守
谷
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
／（
社
）竜
ヶ
崎
法
人
会
守
谷

地
区
会

▼
問
合
先
１
保
健
セ
ン
タ
ー

人
権
に
つ
い
て
お
悩
み
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
人
で

悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
日
時

７
月
５
日（
水
）午
後

１
時
〜
４
時
※
事
前
予
約
不
要

人
権
相
談
所

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

開
　
催

▼
会
場
１
市
役
所
小
会
議
室
▼

相
談
内
容
１
人
権
を
侵
害
さ
れ

て
い
る
問
題
／
金
銭
賃
借
・
借

地
・
借
家
・
境
界
・
農
地
・
登

記
問
題
／
相
続
・
親
族
・
扶
養
・

結
婚
・
戸
籍
問
題
／
児
童
生
徒
の

い
じ
め
問
題
／
そ
の
他
１
人
権
に

関
す
る
こ
と
▼
相
談
員
１
法
務

局
担
当
官
、
人
権
擁
護
委
員
▼

費
用
１
無
料

▼
問
合
先
１
市
役
所
く
ら
し
の

支
援
課
人
権
・
同
和
対
策
室

内
線
１
３
７
・
１
３
８

①
親
子
手
話
教
室

親
子
で
手
話
の
初
歩
を
学
び

ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
１
７
月
26
日
〜
８
月
23

日
の
水
曜
日（
全
５
回
）午
前
10

北
守
谷
公
民
館

青
少
年
・
親
子
教
室

時
〜
正
午
▼
対
象
１
市
内
在
住

の
親
子
15
組
※
超
過
の
場
合
抽

選
▼
講
師
１
守
谷
市
聴
覚
障
害

者
協
会
、
県
登
録
手
話
通
訳
者

▼
費
用
１
１
０
０
０
円
程
度
※

テ
キ
ス
ト
代
。
初
日
に
徴
収

②
子
ど
も
創
作
体
験
教
室

ワ
イ
ン
の
空
き
ビ
ン
で
風
鈴

を
作
ろ
う
。

▼
日
時
１
７
月
30
日（
日
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
▼
対
象

御
所
ケ
丘
中
学
校
区
在
住
の
小

学
生
20
名
※
保
護
者
同
伴
。
超

過
の
場
合
抽
選
▼
講
師
１
井い

出で

健
司
け
ん
じ

氏
▼
費
用
１
２
０
０
円
程

度
▼
持
参
品
１
ワ
イ
ン
の
空
き

ビ
ン
▼
申
込
方
法
１
往
複
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
・
学
年
・
電

話
番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、

①
７
月
10
日（
月
）必
着
②
７
月

14
日（
金
）必
着
で
申
し
込
む

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先
１
北

守
谷
公
民
館
　
〒
３
０
２
―
０

１
０
１
　
守
谷
市
板
戸
井
１
９

７
７
―
２

▼
講
習
期
間
１
７
月
12
日（
水
）

〜
14
日（
金
）・
18
日（
火
）〜
21

日
（
金
）
・
24
日
（
月
）
〜
28
日

（
金
）・
31
日（
月
）、
８
月
７
日

（
月
）〜
11
日（
金
）の
18
日
間
※

７
日
間
は
介
護
実
習
▼
時
間
１

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
▼
会
場

２
級
ヘ
ル
パ
ー
講
習
会

市
役
所
大
会
議
室
ほ
か
▼
応
募

条
件
１
市
内
在
住
の
60
〜
65
歳

の
方（
６
月
末
現
在
）で
、
全
日

程
を
受
講
で
き
る
方
25
名
※
超

過
の
場
合
抽
選
▼
受
講
料
１
６

８
０
０
円
※
テ
キ
ス
ト
代
。
交

通
費
は
自
己
負
担
▼
申
込
方
法

７
月
７
日（
金
）ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先
１（
社
）守
谷

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

〒
３
０
２
―
０
１
０
９
　
守
谷

市
本
町
６
２
２
―
２
　
1
48
―

８
５
９
１
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開　　　催

情　報
ひろば

くらし・環境・交通

届出・証明・税・年金

子ども

高齢者

教室・講座・イベント

情報・参加・交流

仕　事

守守守守谷谷谷谷市市市市協協協協働働働働のののの
ままままちちちちづづづづくくくくりりりり
シシシシンンンンポポポポジジジジウウウウムムムム

市では、市民と行政がそれぞれの役割を認
識し、ともにあゆむ協働のまちづくりを推進
するため、『協働のまちづくり市民会議』から
の提言を基に、「守谷市協働のまちづくり推進
条例」の策定作業を進めています。
今回の条例策定をきっかけに、協働のまち

づくりについて、市民の皆さんと一緒に考え
るシンポジウムを開催します。ぜひご参加く
ださい。
子育て中の方も安心して参加できるよう保育

ルームを設けますので、希望する方は、7月6
日（木）までにお申し込みください。

s日時 7月15日（土）午後1時～
s会場 中央公民館
sプログラム
●基調講演（講師：筑波大学大学院人間総合
科学研究科教授　蓮見孝

はすみたかし

氏）
●パネルディスカッション（パネラー：茨城
大学助教授　長谷川幸介

かせがわこうすけ

氏ほか）
s問合先 市役所くらしの支援課活動支援Ｇ

内線131・132
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人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
保
有

者
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時
１
７
月
９
日（
日
）午
前

10
時
〜
午
後
２
時
▼
会
場
１
牛

久
市
中
央
公
民
館
　
牛
久
市
柏

田
１
６
０
６
―
１
▼
内
容
１
講

演
会
及
び
相
談
／
ス
ラ
イ
ド
映

写
・
懇
談
／
ス
ト
ー
マ
用
装
具

展
示
・
説
明
▼
参
加
費
１
１
０

０
０
円
※
資
料
代
な
ど
▼
申
込

方
法
１
事
前
に
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

日
本
オ
ス

ト
ミ
ー
協
会
茨
城
県
支
部
　
鈴

木
1
０
２
９
―
８
９
２
―
６
２

１
９子

育
て
経
験
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
育
児
支
援
活
動
に
関

心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時
１
８
月
５
日（
土
）・
10

日（
木
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
会
場
１
土
浦
市
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
１
子
ど
も

と
の
接
し
方
・
遊
び
方
、
事
故

の
予
防
・
手
当
、
食
育
な
ど
▼

費
用
１
５
０
０
円
※
テ
キ
ス
ト

代
▼
申
込
方
法
１
所
定
の
用
紙

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
研
修

オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会

（
市
役
所
児
童
福
祉
課
に
用
意
、

又
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
７
月
15
日（
土
）ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
※
託
児

（
３
歳
以
上
）希
望
者
は
要
予
約

▼
申
込
先
１
リ
リ
ー
保
育
福
祉

専
門
学
校
　
6
０
２
９
―
２
２

８
―
１
８
８
０

▼
問
合
先
１
県
子
ど
も
家
庭
課

少
子
化
対
策
室
　
1
０
２
９
―

３
０
１
―
３
２
６
１

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.ib

araki.jp
常
総
広
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
で
は
、
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
の
無
料
貸

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
機
材
を
有
効
に
活

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の

と
お
り
講
習
会
を
実
施
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
１
８
月
６
日（
日
）午
前

10
時
〜
午
後
４
時
▼
対
象
１
常

総
広
域
圏
内
に
在
住
・
在
勤
の

方
20
名
※
学
生
除
く
▼
内
容
１

ビ
デ
オ
作
品
作
り
の
基
本
を
身

に
付
け
る
構
成（
台
本
）作
り
や
、

感
動
を
与
え
る
作
品
づ
く
り
の

コ
ツ
を
学
ぶ
▼
講
師
１
室
伏
隆

幸
氏
、
佐
藤
均
氏
▼
受
講
料
１

ビ
デ
オ
編
集
講
座

無
料
▼
申
込
方
法
１
７
月
21
日

（
金
）ま
で
に
、
電
話
又
は
窓
口

で
申
し
込
む

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先

常

総
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
１

守
谷
市
野
木
崎
２
５
２
２
　
1

48
―
２
３
３
９

建
設
業
者
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
方
を
対
象
に
、
電
子
入
札

や
電
子
納
品
の
運
用
に
関
す
る

無
料
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日
・
会
場
１
７
月
27
日

（
木
）つ
く
ば
カ
ピ
オ
／
８
月
３

電
子
入
札
・
納
品
説
明
会

日（
木
）常
総
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー（
お
城
）▼
時
間
１
午
後
２

時
〜
４
時
30
分
※
受
付
は
午
後

１
時
〜

▼
問
合
先

県
検
査
指
導
課
１

1
０
２
９
―
３
０
１
―
４
３
７
５

石
材
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
篆
刻
作
品
で
、
は
が
き
や
色

紙
を
一
段
と
魅
力
あ
る
も
の
に

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間
１
７
月
29
日
〜
10
月
７

日
の
土
曜
日（
全
10
回
）※
８
月

12
日
除
く
▼
時
間
１
午
前
10
時

篆
刻
作
品
を
作
ろ
う
！

〜
正
午
▼
会
場
１
守
谷
高
校
▼

対
象
１
18
歳
以
上
の
方
　
先
着

20
名
※
高
校
生
除
く
▼
費
用
１

８
０
０
円
※
教
材
費
。
初
日
に

徴
収
▼
申
込
方
法
１
は
が
き
又

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
７
月
10
日（
月
）〜
20
日

（
木
）に
申
し
込
む
※
当
日
消
印

有
効

▼
申
込
・
問
合
先
１
守
谷
高
校

内
「
学
校
開
放
講
座
実
施
委
員

会
」
〒
３
０
２
―
０
１
０
７

守
谷
市
大
木
70

1
48
―
６
４

０
９
　
6
45
―
８
４
７
９
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開　　　催

こ
う
も
ん

ぼ
う
こ
う

暮らしのコーナー
あやしい「未公開株」の勧誘にご注意
最近、電話などでいきなり未公開株の購入を持ち

かけられたという相談が急増しています。
未公開株とは、証券取引所や店頭に上場されてな

い株で、この株が新規上場された場合、初値が売出
価格を大きく上回ることが多いため、とても人気が
高くなっています。
こうした人気を利用し、「上場間近」「値上がり確

実」などと称して、上場予定のない株を売り付ける
悪質な業者が増えています。
未公開株は、譲渡制限がある場合が多く、一般に

株券が出回ることはありません（譲渡制限のある株
を譲渡する場合には、取締役会の承認が必要）。営
業としての株取引きは、証券業登録を受けた証券会
社しか行えません。
「値上がり確実」などといったセールストークに惑
わされず、勧誘には応じずにきっぱり断ることが大
切です。少しでも不審を感じたら消費生活センター
にご相談ください。また、警察の摘発事例もあるの
で、詐欺的な要素が強いと思われる場合は、警察に
届け出ることも必要です。
市消費生活センターでは、皆さんからの相談を受

け付けています。お気軽にご相談ください。

月～金曜日　9:00～正午、13:00～16:00
145-2327 市役所経済課内

て
ん
こ
く



大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議

で
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
、
又

は
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
各

種
団
体
・
学
校
に
対
し
て
支
援

し
ま
す
。

▼
対
象

花
壇
の
造
成
、
花
の

苗
・
種
、
シ
ャ
ベ
ル
な
ど
の
道

具
▼
上
限
額

１
団
体
５
万
円

▼
申
込
方
法

９
月
13
日（
水
）

ま
で
に
、
所
定
の
用
紙（
市
役

所
く
ら
し
の
支
援
課
に
用
意
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

活
動
や
花
壇
の
写
真（
３
〜
５

枚
）を
添
え
て
、
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

大
好
き
い

ば
ら
き

県
民
会
議
　
1
０
２

９
―
２
２
４
―
８
１
２
０

h
ttp
://b
u
sin
ess2

.p
lala.o

r
.jp
/d
aisu
ki/w
elco
m
e.h
tm
l

家
内
労
働
者（
内
職
者
）の
労

働
条
件
向
上
と
生
活
安
定
を
図

る
た
め
、「
家
内
労
働
法
」で
次

「
家
内
労
働
法
」を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

花
い
っ
ぱ
い
運
動

定
着
化
促
進
事
業

お
知
ら
せ

の
よ
う
な
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

●

委
託
者
は
、
家
内
労
働
者
に

家
内
労
働
手
帳
を
交
付
す
る

●

工
賃
は
、
全
額
を
１
か
月
以

内
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

こ
れ
ら
の
点
に
注
意
し
、
い

わ
ゆ
る「
イ
ン
チ
キ
内
職
」に
は
、

特
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
先

茨
城
労
働
局
賃
金
室

1
０
２
９
―
２
２
４
―
６
２
１
６

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地

等（
事
変
地
の
区
域
又
は
戦
地

内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
ま
す

の
区
域
）に
派
遣
さ
れ
、
戦
時

衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日

本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及
び

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方

（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除
く
）

に
対
し
て
、
そ
の
苦
労
に
報
い

る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

請
求
期
限
は
、
平
成
19
年
３

月
31
日
ま
で
で
す
。
本
人
・
家

族
な
ど
か
ら
の
連
絡
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
請
求
用

紙
は
、
市
役
所
社
会
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
。

▼
問
合
先

総
務
省
大
臣
官
房

管
理
室
業
務
担
当
　
1
03
―
５

２
５
３
―
５
１
８
２

市
内
小
・
中
学
校
で
は
、
特
色

あ
る
学
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

立
沢
里
山
の
田
ん
ぼ
で
は
、

周
辺
の
小
学
校（
御
所
ケ
丘
小
・

大
井
沢
小
・
松
前
台
小
）の
５

年
生
が
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

立
沢
里
山
の
会
と
と
も
に
田
植

え
を
体
験（
写
真
①
）。

黒
内
小
学
校
で
は
、
５
年
生

が
敷
地
内
の
田
ん
ぼ
で
田
植
え

を（
写
真
②
）、
４
年
生
は
ひ
ら

た
け
栽
培
を
行
い
ま
し
た
。
大

野
小
学
校
の
４
〜
６
年
生
た
ち

も
、
ど
ろ
ん
こ
に
な
り
な
が
ら

田
植
え
に
挑
戦（
写
真
③
）。

さ
ら
に
、
御
所
ケ
丘
中
学
校

で
は
、
緑
化
委
員
会
及
び
相
談

学
級
の
生
徒
た
ち
が
、
ひ
ら
た

け
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た

（
写
真
④
）。

児
童
生
徒
た
ち
は
、
米
作
り
や

ひ
ら
た
け
栽
培
と
い
っ
た
自
然
体

験
を
通
じ
て
、
食
の
大
切
さ
や
自

然
を
敬
う
心
を
学
び
ま
し
た
。
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お知らせ

全国広報コンクール

守守守守谷谷谷谷市市市市ホホホホーーーームムムムペペペペーーーージジジジがががが
「「「「読読読読売売売売新新新新聞聞聞聞社社社社賞賞賞賞」」」」をををを受受受受賞賞賞賞！！！！
昭和39年から開催されている全国広報コン

クール（主催：（社）日本広報協会）において、守
谷市公式ホームページが入選し、読売新聞社賞
を受賞しました。
このコンクールは地方自治体の広報活動の向

上を図るために、（社）日本広報協会が毎年実施
しているもので、広報紙、ホームページ、写真、
映像、広報企画の5媒体10部門について審査を
行い、毎年優秀な作品が表彰されています。
●問合先 市役所企画課情報政策Ｇ

内線335・336
http://www.city.moriya.ibaraki.jp

小
・
中
学
校
の
取
組
み

自
然
体
験
か
ら
学
ぶ
！

①自然への感謝の気持ちを込め
ながら、丁寧に植えました

②今後も、稲や水の観察をしな
がら、大切に育てていきます

③
ロ
ー
プ
に
沿
っ
て
一
直
線
に
植
え
る

の
は
、
結
構
難
し
い

④
桜
の
丸
太
に
菌
を
乗
せ
て
。
ひ
ら
た

け
の
成
長
が
楽
し
み



◆
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

を
見
る
に
は
…

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ

ビ
に
買
い
換
え
る
／
地
上
デ
ジ
タ

ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す
／
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
済
み
の
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
見
る

▼
問
合
先

総
務
省
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信

相
談
セ
ン
タ
ー
　
1
０
５
７
０

―
07
―
０
１
０
１
※
視
聴
エ
リ

ア
１（
社
）地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

推
進
協
会

http://www.d-pa.or.jp

２
０
１
１
年
７
月
24
日
ま
で

に
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了
！
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腰部脊柱管狭窄症
ようぶせきちゅうかんきょうさくしょう

～長く歩けない方へ～
背骨は、体を支える骨組であると同時に、筒状
に穴の通った神経の入れ物（脊柱管）でもあります。
主に加齢によって、背の表面に余計な骨や靭

じん

帯
たい

が
でき、脊柱管が狭くなるという病態を脊柱管狭窄
症と言います。首でも腰でも起こりますが、今回
は胸部脊柱管狭窄症について説明します。
症状は、腰痛や足の痛み、しびれ、脱力などで
すが、場合により排便や排尿の障害が出ることも
あります。もう1つ有名な症状があり、「間欠

かんけつ

跛行
はこう

」
と言います。これは、普段の生活ではあまり不自
由を感じなくても、長距離（500m程度）歩行する
途中、腰痛や足の痛みが現れ、いつもの道のりで
も休み休みでしかたどり着けないというものです。
特徴的なのは、休むときに背中を丸めてしゃ

がんだり、座ったりすると楽になることです。
50歳以上の年齢で心当たりのある方は、整形外
科を訪れるといいでしょう。
病院では、MRI検査で背骨と神経の写真を撮っ
たり、血管閉塞

へいそく

が疑われる場合は、超音波で動
脈拍動の検査をすれば、診断に間違いはないで
しょう。どちらも痛くない検査です。原因の大
部分は、加齢現象のため十分に予防することは
できませんが、胸部脊柱管狭窄症と診断された
場合、手術治療まで必要とする人は少数で、外
来治療で軽快する人が多数です。

７
〜
８
月
「
食
中
毒
予
防
月
間
」

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

●
問
合
先
　
県
生
活
衛
生
課
食
の
安
全
対
策
室
　
1
０
２
９
―
３
０
１
―
３
４
２
４

国民健康保険は、病気やけがに備えて加入者が保
険税を出し合い、皆で助け合う相互扶助制度です。
いざというとき、私たちを守ってくれる国民健

康保険。それを支えているのは、私たちが納める
保険税です。口座振替を利用して納め忘れを防ぎ
ましょう。

守谷市医療費支出状況

守谷市医療費支出状況

区分 一般分 退職分 国保老人

支払月 医療給付 高額療養費 医療給付 高額療養費 医療給付

被保険者数（人） 11,052 3,069 22,703

件数（件） 108,299,246 10,829,144 10,824,198 10,829,55 08292,5,946

H18.4 金額（円）A 108,293,974 13,711,857 50,604,901 3,245,363 153,045,714

一件あたりの金額（円） 108,211,713 10,895,221 10,812,055 10,59,007 1082,25,739

“国保加入者一人” 108,29
9,799

10,82
1,241

10,8
16,489

10,8
1,057

10,82
56,621

あたりの金額（円）

被保険者数(人） 11,019 2,730 22,810

件数（件） 108,299,556 10,829,113 10,823,812 10,829,46 10,8296,112

H17.4 金額（円）B 102,882,541 18,307,321 43,762,808 3,291,350 145,059,688

一件あたりの金額（円） 108,210,766 10,873,516 10,811,480 10,71,551 10,8223,734

“国保加入者一人” 108,29
9,337

10,829,
754

10,8
16,030

10,8
1,206

10,82
51,623

あたりの金額（円）

前年度との比較（A-B） 105,411,433 15,404,536 16,842,093 1▲45,987 107,986,026

取手医
師会

健 康
教 室

◆

◆

夏
は
、
気
温
や
湿
度
の
上
昇

か
ら
細
菌
性
食
中
毒
が
急
増
す

る
時
期
で
す
。

次
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
留

意
し
て
、
家
庭
で
の
食
中
毒
予

防
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
の

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１
食
品
を
購
入
す
る
と
き

●

購
入
し
た
食
品
は
、
肉
汁
や

魚
な
ど
の
水
分
が
漏
れ
な
い

よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

に
分
け
持
ち
帰
る

●

生
鮮
食
品
な
ど
、
冷
蔵
や
冷

凍
な
ど
の
温
度
管
理
の
必
要

な
食
品
は
、
買
い
物
の
最
後

に
し
、
寄
り
道
せ
ず
真
っ
直

ぐ
持
ち
帰
る

２
家
庭
で
の
保
存
の
と
き

●

冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品

は
、
持
ち
帰
っ
た
ら
直
ぐ
に

冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入
れ
る

●

冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
、
冷
凍

庫
は
マ
イ
ナ
ス
15
℃
以
下
を

目
安
に
設
定
す
る

３
下
準
備
を
す
る
と
き

●

手
洗
い
は
食
中
毒
予
防
の
基

本
。
調
理
を
始
め
る
前
や
食

品
を
取
り
扱
う
前
後
に
、
こ

ま
め
に
手
を
洗
う

●

生
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
、
包

丁
や
ま
な
板
を
洗
わ
ず
に
、

果
物
や
野
菜
な
ど
生
で
食
べ

る
食
品
な
ど
を
切
る
の
は
や

め
る
。
洗
っ
た
後
は
熱
湯
を

か
け
て
使
う

４
調
理
を
す
る
と
き

●

加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
中

心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
す
る

５
食
事
を
す
る
と
き

●

食
卓
に
つ
く
前
に
手
を
洗
う

●

調
理
前
・
後
の
食
品
は
、
室

温
に
長
く
放
置
し
な
い

６
食
品
が
残
っ
た
と
き

●

残
っ
た
食
品
は
早
く
冷
え
る

よ
う
に
、
浅
い
容
器
に
小
分

け
し
て
冷
蔵
庫
で
保
存
す
る

●

残
っ
た
食
品
を
温
め
直
す
と

き
は
、
十
分
に
加
熱
す
る

食
中
毒
予
防
の
３
原
則

予
防
の
３
原
則
は
、
食
中
毒

菌
を「
付
け
な
い
、
増
や
さ
な

い
、
や
っ
つ
け
る
」で
す
。
６

つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
こ
の
３
原
則

か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
ポ
イ
ン
ト
を
き
ち
ん
と
行

い
、
家
庭
か
ら
食
中
毒
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。



市
で
は
、
介
護
保
険
制
度
改
正

に
伴
う
介
護
予
防
体
制
の
充
実
を

図
る
た
め
、
次
の
資
格
を
お
持
ち

の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
い
つ
ま
で
も
生
活
で
き
る

よ
う
に
、
お
手
伝
い
し
て
く
だ

さ
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
職
種

●

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ほ
か

●

理
学
療
法
士
（
Ｐ
Ｔ
）

生
活
機
能
相
談
ほ
か

●

作
業
療
法
士
（
Ｏ
Ｔ
）

生
活
機
能
相
談
ほ
か

▼
応
募
先
１
市
役
所
総
務
課

内
線
２
２
２
・
２
２
３

▼
職
務
内
容
の
問
合
先
１
市
役

所
介
護
福
祉
課
１
内
線
１
７

１
〜
１
７
７
　

ア
ー
カ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
５
か
国
の
若
手
現
代
美
術

作
家
の
創
作
活
動
を
支
え
る

「
ア
ー
カ
ス
フ
レ
ン
ズ
」
を
募

集
し
ま
す
。

ア
ー
カ
ス
フ
レ
ン
ズ
２
０
０
６

非
常
勤
職
員

募
　
集

▼
対
象
１
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、

継
続
的
に
活
動
に
関
わ
れ
る
15

歳
以
上
の
方
　
先
着
30
名
※
18

歳
未
満
は
保
護
者
の
同
意
書
が

必
要
▼
セ
ミ
ナ
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１
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専
門
家
に
よ
る
講
義
を
、
７
月

〜
平
成
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年
２
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６
〜
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開
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予
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。
受
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ア
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担
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▼
申
込
方
法
１
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
所
属
・
電
話
番

号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
及
び
ア

ー
カ
ス
フ
レ
ン
ズ
と
し
て
や
り

た
い
こ
と
（
４
０
０
字
以
内
）

を
記
入
し
、
７
月
４
日
（
火
）

ま
で
に
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先
１
ア
ー
カ
ス

ス
タ
ジ
オ
１
1
46
―
２
６
０
０

arcu
s@
arcu

s-p
ro
ject.co
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県
で
は
、
Ｔ
Ｘ
開
業
１
周
年

を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
出
展
を
募
集
し
ま
す
。

▼
出
展
日
時
１
８
月
19
日（
土
）・

20
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
４

時
▼
会
場
１
Ｔ
Ｘ
万
博
記
念
公

Ｔ
Ｘ
開
業
１
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
出
展
者

園
駅
前
特
設
会
場
▼
募
集
内
容

屋
外
テ
ン
ト
ブ
ー
ス（
お
土
産
・

飲
食
販
売
、
市
民
活
動
の
展
示

な
ど
）▼
申
込
期
限
１
７
月
10
日

（
月
）※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

▼
問
合
先
１
県
つ
く
ば
地
域
振

興
課
　
1
０
２
９
―
３
０
１
―

２
７
９
８

▼
受
験
資
格
１
Ａ：

昭
和
52
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
大

学
卒
業（
見
込
み
含
む
）又
は
人

事
委
員
会
が
こ
れ
と
同
等
と
認

め
る
方
／
Ｂ：

昭
和
52
年
４
月

２
日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日
生

ま
れ
で
、
Ａ
に
該
当
し
な
い
方

茨
城
県
警
察
官

▼
一
次
試
験
９
月
17
日（
日
）▼

採
用
日
１
平
成
19
年
４
月
１
日

▼
申
込
方
法
受
験
申
込
書（
警

察
署
・
交
番
・
駐
在
所
に
用

意
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

７
月
１
日
（
土
）
〜
８
月
18
日

（
金
）に
警
察
署
等
へ
持
参
又
は

郵
送

▼
問
合
先
１
取
手
警
察
署
１
1

０
２
９
７
―
77
―
０
１
１
０

▼
種
類
１
甲
種（
特
類
、
第
１

〜
５
類
）、
乙
種（
第
１
〜
７
類
）

▼
試
験
日
１
８
月
27
日（
日
）▼

会
場
１
茨
城
大
学
▼
申
込
期
間

７
月
12
日（
水
）〜
21
日（
金
）※

消
防
設
備
士

願
書
は
消
防
本
部
に
用
意

▼
問
合
先
１
常
総
広
域
消
防
本

部
予
防
課
１
1
23
―
０
９
０
４

▼
受
験
資
格
１
昭
和
60
年
４
月

２
日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方
▼
試
験
１
１
次
１
９

月
10
日
（
日
）
教
養
・
適
性
試

験
／
２
次
１
10
月
中
〜
下
旬

口
述
試
験（
個
別
面
接
）▼
受
付

期
間
１
７
月
10
日（
月
）〜
18
日

（
火
）※
消
印
有
効

▼
問
合
先
１
水
戸
地
方
裁
判
所

事
務
局
総
務
課
人
事
第
一
係
１

1
０
２
９
―
２
２
４
―
８
４
２
１

裁
判
所
事
務
官
Ⅲ
種
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募　　　集

－夏休期間中の子育てを支援します－

急募
夏休み児童クラブ指導員！
夏休み期間中に就労などにより、保護者が家

庭にいない児童を保育する指導員を募集します。
地域の皆さんの力を、子育てにお貸しくだ

さい。健康で子どもが大好きな方、お待ちし
ています。
s勤務期間
7月21日（金）～8月31日（木）
※土・日曜日､祝日及び8月12～16日を除く

s勤務時間
午前7時30分～午後7時の希望する時間
※時間は相談に応じます

s場所
市内各小学校児童クラブ

s応募資格
18歳以上60歳未満の方で、児童の育成指
導に熱意のある方
※高校生除く
s時給
800円

s申込方法
履歴書を7月10日（月）までに、窓口に提出する

s申込・問合先
市役所児童福祉課児童健全育成Ｇ　内線152
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★人口10万人当たり★
順位 都道府県 死者数
1 香　川 4.35人
2 鳥　取 3.62人
5 茨　城 3.13人

全国平均 1.92人
※人口はH17.10.1現在

★自動車1万台当たり★
順位 都道府県 死者数
01 香　川 0.58人
02 鳥　取 0.48人
10 茨　城 0.38人

全国平均 0.31人
※自動車台数はH17.12.31現在

○四輪車乗車中の死者54人のうち、約7割に当たる37人
がシートベルト非着用。うち26人はシートベルトを着
けていれば助かった可能性あり。
○車両単独事故の死者が24人で約3割を占め、うち工作物
衝突が20人（21.5％）で前年比＋5人。
○市町村別では、古河市が10人で最多、次に水戸市の8人。
地域別では、県南が30人で最多、次に県西の23人。
○昼夜別では、夜間が56人で約6割を占める。時間帯別で
は、「18～20時」が13人で最多。次いで「0～2時」及び
「2～4時」が12人で、前年比各＋4人と大幅増。
○飲酒運転が伴う事故による死者数は14件15人（16.1％）
で、前年比＋1人。また、無謀運転（速度超過・右側通
行・酒酔い運転・信号無視）による死者数は36人で、全
体の約4割（38.7％）を占める。

○年齢別の死者数は、65歳以上の「高齢者」が31人（33.3％）
で、前年比－28人と大幅減。16～24歳の「青少年」が23人
（24.7％）で、前年比＋12人。

●死亡事故多発都道府県
順位 都道府県 死者数 前年比
01 愛　知 132 ＋07
02 埼　玉 116 －13
03 千　葉 114 －11
04 福　岡 111 ＋14
05 神奈川 102 ＋03
06 大　阪 101 －05
07 東　京 098 －18
08 静　岡 097 ＋09
09 兵　庫 094 －03
10 茨　城 093 －28

青色防犯パトロール講習会を開催！
●問合先　市役所くらしの支援課交通・防犯Ｇ　内線134・135

地域で安全・安心なまちづくりを目指して
防犯の目を

光らせる！

5月30日、中央公民館において青色防犯パトロール講習会が開催され、
防犯パトロール協力隊及び市職員など、市内外約260名の方が参加しま
した。
一般の自動車に回転灯を装備することは、法令で禁止されています。

青色回転灯を装備した自動車による自主防犯パトロール（青色防犯パト
ロール）を適正に行うことができる旨の証明を、警察本部長から受けた
団体については、所定の手続により青色回転灯の装備が認められること
になりました。この講習会を受講することは、青色防犯パトロールを行う要件となっています。

～平成18年5月末の交通死亡事故～

5月末の死者数93人（前年比－28人）

広報もりやおしらせ版2006.6.25
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法律相談 18日
09：00～正午

市役所

11日9：00から要予約
145-1249

－

10120-783018

１週間前までに要予約
148-6000

145-2314

－

148-5555

145-2327
正午～13：00は除く

要予約
145-1111 内線172～176

保健センター

家庭児童相談室
（市役所内）

いきいきプラザ・
げんき館

（社会福祉協議会）

消費生活センター
（市役所内）

市役所介護福祉課

10日
13：00～16：00

水・金曜日
09：00～16：30

27日
13：30～15：30

月～金曜日
08：30～17：00

14：00～16：00
●ふくし　　 3日
●年金・労務 10日

金曜日
10：00～15：00

月～金曜日
09：00～16：00

月・火・木・金曜日
10：00～17：00

※法律相談は、同一事案の相談は受け付けていません

行政相談

教育相談
こころの
健康相談

家庭児童相談

心配ごと
相　　談

電話相談

消費生活相談

生活機能相談

機　関　名 電話番号 ファックス番号

市役所（代表） 45-1111 ―
秘書課 45-2240
企画課 45-2309

45-6529

総務課 45-1883
財政課 45-1795
税務課 45-1564

45-2590

収納推進室 ―
総合窓口課 ―
国保年金課 ―

45-6525

くらしの支援課 ― 45-6526
経済課 45-2096
農業委員会 ―
学校教育課 45-2195 45-5703
生涯学習課 45-2174
指導室 45-2184
社会福祉課 45-1691
介護福祉課 45-1744
児童福祉課 45-1679 45-6527
家庭児童相談室 45-2314
生活環境課 45-5339
都市計画課 45-1963
建設課 45-2094

45-2804

議会事務局 ― 45-6528
仲町行政サービスセンター 48-1133 20-6201
上下水道事務所 48-1842 48-6087
守谷駅周辺区画整理事務所 20-0255 48-6680
保健センター 48-6000 48-6319
中央図書館 45-1000 45-7500
中央公民館（仮予約：148-6732）48-6731 45-8003
郷州公民館（仮予約：148-6724）48-6711 46-0310
高野公民館（仮予約：145-5419）45-5411 20-6311
北守谷公民館（仮予約：148-2606）47-0111 47-0112
文化会館 48-7911 20-6017
もりや学びの里 48-0525 45-0625
国際交流研修センター 48-2255 48-2255
市民活動支援センター 46-3370 46-3370
テニスコート受付 45-0271 ―
学校給食センター 48-0253 48-5388
児童館 45-2278 45-4062
もりやファミリー・サポート・センター 45-2432 45-2432
障害者福祉センター 45-9801
こども療育教室 47-0220

45-9802

いきいきプラザ・げんき館 45-2940
社会福祉協議会 45-0088

48-5554

（社）シルバー人材センター 48-8591 48-8965
守谷地区交番 48-0032 ―
久保ケ丘交番 48-1837 ―
南守谷交番 45-9105 ―
守谷消防署 46-0119 48-1981
守谷消防署南守谷出張所 20-0119 ―
常総運動公園 48-5675 45-7365
白寿荘 48-3217 48-2503
消費生活センター 45-2327 ―

取手医師会病院（小児科以外） 0297-78-6111
取手協同病院（小児科：水曜以外） 0297-74-5551
総合守谷第一病院（小児科：水曜） 45-5111

休日・夜間緊急診療所

77月の各種相談月の各種相談7月の各種相談

7 月 JJJJUUUULLLLYYYY
１土　もりやをきれいにしよう会（８：00 稲子田桶管前集合）

２日　ふれあいと対話が築く明るい社会映画会（13：30～　中央公民館）

３月　粗大ごみ戸別収集申込期間（～７日） 図書館休館日

４火　こころのリハビリ（・18日９：30～　保健センター）

５水　人権相談所（13：00～　市役所） 粗大ごみ戸別収集日

６木　楽しい旅行計画の立て方講座（10：00～高野公民館）紙・布類収集日

７金

８土

９日　第18回芸能大会（９：00～　中央公民館）

９日 菊苗配布（10：00～　中央公民館駐車場）

10月 図書館休館日

11火

12水

13木 空き缶・ビン収集日

14金

15土　守谷市協働のまちづくりシンポジウム（13：00～　中央公民館）

16日

17月　海の日 図書館休館日

18火　粗大ごみ戸別収集申込期間（～21日）

19水　リッちゃんのドイツ料理教室（10：00～　北守谷公民館）

粗大ごみ戸別収集日

20木　献血（9：30～　市役所） 紙・布類収集日

21金

22土　楽しい浴衣着付け教室（10：00～　高野公民館）

23日

24月　小学生ソフトテニス教室（～29日　御所ケ丘小学校） 図書館休館日

25火　夏休み子ども自然体験教室（～26日　御前山方面）

26水　ワークキャンプ・福祉体験学習（～28日　市内）

27木 空き缶・ビン収集日

28金 図書館休館日

29土

30日

31月 図書館休館日
※毎週日曜日は総合窓口課の窓口が開庁（8：30～12：15・13：00～17：00）しています
※中央図書館の木曜日の開館時間は13：00～18：00です


